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2020 年 9 月 8 日 
 

経済レポート 
 

2020 年 4～6 月期のＧＤＰ（2 次速報）結果 
 

～下方修正され、戦後最悪のマイナス幅を更新～ 
 

調査部 主席研究員 小林真一郎 
 

9 月 8 日に発表された 2020 年 4～6 月期の実質ＧＤＰ成長率（2 次速報）は前期比－7.9％（年率換算－28.1％）と、1

次速報の同－7.8％（同－27.8％）から若干下方修正された。設備投資と政府消費が下方修正された一方で、個人消費、

在庫投資が上方修正されたため、修正幅は小幅にとどまった。1 次速報で戦後最大のマイナス幅を記録したが、2 次速報

でそれを更新した。 

需要項目別に 1 次速報からの修正状況をみていくと、家計関連では、個人消費が前期比－7.9％と 1 次速報の同－

8.2％からマイナス幅がやや縮小した。一方、住宅投資は前期比－0.2％から同－0.5％に下方修正された。 

企業関連では、1 次速報時点で未公表だった法人企業統計調査の 4～6 月期の厳しい結果が反映され、設備投資は

前期比－1.5％から同－4.7％に大幅に下方修正された。当初みられていたよりも、設備投資の落ち込みは深刻化してい

る。同様に法人企業統計調査の結果が反映される在庫の前期比寄与度は、－0.0％ポイントから＋0.3％ポイントに上方

修正され、全体を下支えした。 

一方、政府部門では、政府消費、公共投資ともに小幅ながら下方修正された。 

図表１ 改定状況の一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前期比（％）

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6
実質ＧＤＰ 0.7 0.4 0.0 － 1.8 － 0.6 － 7.9 － 7.8 － 0.1

同 　   (年  率) 2.8 1.6 0.2 － 7.0 － 2.3 － 28.1 － 27.8 － 0.3
同　    (前年同期比) 0.8 0.9 1.7 － 0.7 － 1.8 － 9.9 － 9.9 － 0.0

内需寄与度　　　　　 (*) 0.2 0.7 0.3 － 2.3 － 0.3 － 4.9 － 4.8 － 0.1
個人消費 0.1 0.5 0.4 － 2.9 － 0.7 － 7.9 － 8.2 0.2
住宅投資 1.4 － 0.2 1.2 － 2.2 － 4.0 － 0.5 － 0.2 － 0.3
設備投資 － 0.5 0.8 0.2 － 4.7 1.7 － 4.7 － 1.5 － 3.2
民間在庫　　　　　 (*) 0.1 0.0 － 0.3 0.0 － 0.1 0.3 － 0.0 0.4
政府最終消費 0.1 1.0 0.8 0.3 0.0 － 0.6 － 0.3 － 0.3
公共投資 2.5 1.4 1.1 0.6 － 0.5 1.1 1.2 － 0.0

外需寄与度　　　　　 (*) 0.5 － 0.3 － 0.2 0.5 － 0.2 － 3.0 － 3.0 － 0.0
輸出 － 1.8 0.2 － 0.6 0.4 － 5.4 － 18.5 － 18.5 0.0
輸入 － 4.5 1.8 0.7 － 2.4 － 4.2 － 0.5 － 0.5 0.1

名目ＧＤＰ 1.2 0.5 0.4 － 1.5 － 0.5 － 7.6 － 7.4 － 0.3
同  　  (年  率) 5.0 1.9 1.7 － 5.7 － 1.8 － 27.2 － 26.4 － 0.8
同 　   (前年同期比) 0.9 1.3 2.3 0.5 － 0.9 － 8.7 － 8.5 － 0.2

0.2 0.4 0.6 1.2 0.9 1.3 1.5 -0.2

(注)内需寄与度、民間在庫、外需寄与度は実質ＧＤＰに対する寄与度
(出所)内閣府「四半期別ＧＤＰ速報」
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以上の結果、内需全体の前期比寄与度は－4.8％ポイントから－4.9％ポイントへと下方修正された。これに対し外需寄

与度は、輸出、輸入とも修正はなく、1 次速報時点の－3.0％ポイントのままだった。輸出は、新型コロナウイルスの世界的

な感染拡大による海外景気の悪化により、財の輸出が大幅に減少したほか、インバウンド需要の消失により大幅な落ち込

みとなっている。 

名目ＧＤＰ成長率も、前期比－7.6％（年率換算－27.2％）と 1 次速報の同－7.4％（同－26.4％）から下方修正され、経

済全体の総合的な物価動向を示すＧＤＰデフレーターも前年同期比＋1.5％から同＋1.3％へと下方修正された。 

4～6 月期は新型コロナウイルス感染拡大の影響が本格化したことで、内外需要ともに冷え込み、景気は大きく落ち込

んだ。ただし、緊急事態宣言の解除後、経済活動の再開の動きが広がっており、足元の景気はすでに最悪期を脱し、個

人消費や輸出を中心に持ち直しの動きがみられている。このため、7～9月期の実質ＧＤＰ成長率は 4四半期ぶりにプラス

に転じる見込みである。もっとも、世界全体でみると感染拡大状況は依然深刻であること、またワクチンの開発が未だ見通

せず、感染拡大への警戒感は残っていることなどを考慮すると、内外需とも勢いよく回復することは難しい。感染拡大を防

止しながら経済活動の活発化を探る新しい生活様式の下、今後も景気は緩やかな持ち直しテンポにとどまると考えられ

る。 
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